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1　下水道事業の概要について

桐生市の下水道事業は、昭和34年に境野処理区の事業認可を受け、昭和42年に供

用開始となりました。その後、普及の促進に努めた結果、平成26年度末の普及率は、

80．8％となり、全国平均77．6％、県平均51．9％と比較しても上回っている

状況です。

しかしながら、下水道事業は、建設期間が長期にわたり多額の建設改良費が必要であ

り、その財源の大半は、長期の借入金である地方債に依存しております。平成26年度

末における地方債残高は170億1400万円で、元利償還金額は年間16億4600

万円になり、普及率の上昇に伴い発生する汚水量の処理に係る管理運営費（維持管理費）

についても年々増加しているため、大変重い財政負担となっております。

このような状況の中、人口の減少に加え、個人・企業の節水意識の向上や節水機器の

普及などによる下水道使用水量の低下に伴い、下水道使用料収入は減少しつつあり、下

水道事業に係る収支の不均衡は年々深刻さを増しております。

今後の建設改良費につきましては、昭和42年の運転開始以来49年が経過する境野

水処理センターの施設の老朽化に伴う改修工事や、耐用年数50年を超える下水道管の

改築更新工事など、今後、多額の費用が見込まれる状況となっております。

下水道事業特別会計における収支の不足額は、一般会計からの繰入金で補われており

ますが、本来、汚水処理に係る管理運営費（維持管理費）と資本費（地方債償還金）の
一部については、下水道使用料で賄わなければならないとされております。

桐生市の下水道使用料は、他市と比較いたしましても極めて低く、平成16年2月に

は、「使用料単価の低い団体」として国からも指摘を受けており、使用料単価を汚水処

理原価で割った経費回収率も58．47％（全国平均89．4％：平成25年度）とな

っております。

なお、現行の下水道使用料は、昭和42年の供用開始以来3回改正してまいりました

が、平成9年の改正以来18年が経過しております。

また、平成17年の市町村合併後10年が経過しておりますが、旧桐生市内と新里地

区の使用料体系も統一されておらず、現在、同じ公共下水道を使用しているにもかかわ

らず、使用料に不均衡が生じている状態となっております。

以上のことも踏まえ、平成32年4月の公営企業化に向け、中・長期的な自立安定し

た経営基盤を築くとともに、旧桐生市内と新里地区の使用料体系を統一して使用料の適

正化を図ることは、喫緊の課題となっております。
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3　下水道使用料改定の背景

○平成32年4月の公営企業化に向け、受益者負担の原則に基づく使用料の適正化
・昭和42年の供用開始以来、下水道使用料の改定は3回のみであり、平成9年の改

定から18年が経過しようとしております。
・公共下水道事業のうち、汚水処理費に関しましては下水道使用料にて賄うことにな

っております。（受益者負担の原則）
・現在、汚水処理費を使用料で賄っている割合は約58％に留まり、不足分につきま

しては一般会計からの基準外繰入金に頼っております。（平成26年度の一般会計

繰入金16億7000万円のうち、6億2300万円が基準外繰入金）
・一般会計からの下水道事業への多額の繰入金が、市の財政状況を圧迫しています。

・繰入金には、下水道未整備地区の市民の負担分や他の事業へ振り向けられるべき事

業費も含まれております。
・税の公平性の観点からも使用料改定を行い、基準外繰入金の解消をする必要がある

ものと考えます。（今回の改定案により約7億円の増収となり、基準外繰入金が解

消されます。）
・平成16年に国から「下水道使用料の低い団体」として、指摘を受けております。

総務省は、現在の下水道使用料単価では汚水処理原価が回収できない事業にあって

は、下水道使用料単価を150円／m3（家庭用使用料3，000円／20m3・月）

に引き上げるなど、早急な使用料の適正化が必要という考え方を示しております。

（桐生市における平成26年度決算での汚水処理原価151．3円／m3・使用料

単価88．3円／m3）

○旧桐生市内と新里地区の使用料体系の一元化
・平成17年の合併協議会では、「使用料については、新市に移行後も当分の間現行

どおりとし、段階的に調整する。」となっています。
・合併後10年が経過しておりますが、新里地区に比べ旧桐生市内の使用料が安く使

用料に不均衡が生じている状態となっているため、使用料体系を統一する必要があ

ると考えます。

○下水道事業の将来ビジョンを見据えた経営基盤作り
・今後、境野水処理センターの施設の老朽化に伴う改修工事や、耐用年数50年を超

える下水道管の改築更新の費用など、多額の費用が見込まれる状況となっています。
・これらの事業に対応するためにも、使用料の改定を適正に行っていく必要があると

考えます。
・現在の段階ではまだ更新計画策定の途中であるため、まずは現在の汚水処理費が賄

える使用料の改定が必要であると考えます。
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4　下水道使用料の改定案について

桐生市の下水道使用料の現状の課題として、現在の使用料収入では汚水処理費用を

賄うことができず、一般会計からの多額の繰入金に頼っているため、一般会計の財政

を圧迫しております。また、旧桐生市内と新里地区では旧桐生市内の使用料が低いこ

とが挙げられます。加えて、平成32年の公営企業化に向けては、受益者負担の原則

に基づき、汚水処理費を使用料収入で賄えるよう下水道使用料の適正化を図る必要が

あると考えられます。これらのことを踏まえ、庁内検討委員会において、平成32年

の公営企業化までに段階的に使用料改定を行い、基準外繰入金を解消するための改定

案を検討いたしました。

その結果、改定率が一番緩やかで市民の理解が得やすく、また、大口使用者に対し

ても時間的な猶予が配慮できるのではないかとの理由から、平成29年度から32年

度の間で3段階で改定し、さらに3段階の改定率を平準化したもので改定する下記の

案を提案することにいたりました。

なお、下水道使用料の条例改正につきましては、平成29年度の改正時に3段階分

を一度に改正しようとするものです。
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下水道使用料体系の他市の状況（県内11市）
H28．5．6現在

都市名 � � �¶ � �前橋市 

使用料体系 �基本使用量10rdまで　　　　　750円 �基本使用量10Ⅰ正まで　　　1，000円 �基本使用量101正まで　　　1，000円 �基本使用量10Ⅰガまで　　　1，000円 �基本使用量8rdまで　　　　　　640円 

10rばを超え100Ⅰ滋まで　　　76円／ポ �10Ⅰばを超え100Ⅰ正まで　　　76円／d �11Ⅰぜ以上　　　　　　　110円／d �llnf以上　　　　　　　150円／ポ �8niを超え30r淫まで　　　110円／ポ 

100nfを超え5，000rばまで　77円／ポ �100nfを超え5，000汀まで　77円／d ���30nfを超え50r正まで　　115円／d 

5，000nfを超えるもの　　　78円／d �5，000Ⅰ滋を超えるもの　　　78円／d ���50rdを超え～300Ⅰガまで125円／ポ 300m3を超えるもの160円／d 

1ケ月当たり の水量別下 水道使用料 （水道水を �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 

10m3　　　　　　　　　810円 �10m3　　　　　　　1，080円 �10m3　　　　　　　1，080円 �10m3　　　　　　　1，080円 �10m3　　　　　　　　　928円 

20m3　　　　　　　1，630円 �20m3　　　　　　　1．900円 �20m3　　　　　　　　2．268円 �20m3　　　　　　　2，700円 �20m3　　　　　　　　2、116円 

使用した場 A水道の �101m3　　　　　　　8．280円 �101m3　　　　　　　8．550円 �101m3　　　　　　11．890円 �101m3　　　　　　15，822円 �101m3　　　　　　12．673円 

口ヽ 使用水量に �5，001m3　　　　　　415，765円 �5，001m3　　　　　416，035円 �5，001In3　　　　　594．010円 �5，001m3　　　　　809，622円 �5，001m3　　　　　851．871円 

て算定） �※1円未満切捨て �※1円未満切捨て �※1円未満切捨て �※1円未満切捨て �※1円未満切捨て 

使用料改定 � � � � �公営企業会計 

都市名 �高崎市 �伊勢崎市 �太臼市 �沼田市 �館林市 

使用料体系 �基本使用量81滋まで　　　　　　680円 �基本料金1ケ月につき　　　　　450円 �1m3につき　　　　　　　　　　101円 �基本使用量10Ⅰ滋まで　　　　1，191円 �基本料金10Hfまで　　　　　1，000円 

8nfを超え20nfまで　　　108円／ポ �11ガから10r淫まで　　　　　53円／d ��10nfを超え45Ⅰ滋まで　　134円／d �10Ⅰばを超え25nfまで　　170円／d 

20rガを超え50Ⅰ滋まで　　143円／d �10nfを超え25汀まで　　　93円／ポ ��45Ⅰばを超え200nfまで　　143円／d �25nfを超え50nfまで　　175円／d 

50rdを超え200Ⅰ滋まで　187円／d �25rげを超え50nfまで　　106円／撼 ��200Ⅰばを超えるもの　　　153円／d �50nfを超え100rばまで　185円／ポ 

200汀～を超えるもの　　　210円／d �50Ⅰ滋を超え250Ⅰ正まで109円／d 250Ⅰガを超えるもの113円／d ���100nfを超え200r淫まで　210円／ポ 200出を超えるもの　215円／d 

1ケ月当たり の水量別下 水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 

10m3　　　　　　　　　967円 �10m3　　　　　　　1，058円 �10m3　　　　　　　1，090円 �10m3　　　　　　1，280円 �10m3　　　　　　　1，080円 

（水道水を �20m3　　　　　　　　2，134円 �20m3　　　　　　　　2，062円 �20m3　　　　　　　　2，181円 �20m3　　　　　　　2，730円 �20m3　　　　　　　　2，910円 

使用した場 A水道の �101m3　　　　　　17，067円 �101m3　　　　　　11，430円 �101m3　　　　　　11，017円 �101m3　　　　　15，000円 �101m3　　　　　　18，770円 

［コヽ 使用水量に �5，001m3　　　　1，125，928円 �5，001m3　　　　　　608，783円 �5，001m3　　　　　　545，509円 �5，001m3　　　　　823，600円 �5，001m3　　　　1，156．020円 

て算定） �※1円未満切捨て �※1円未満切捨て �※1円未満切捨て �※10円未満切捨て �※10円未満切捨て 

使用料改定 �公営企業会計 �検討中 �検討中 �検討中 �検討中 

都市名 �渋川市 �藤岡市 �富岡市 �安中市 �みどり市 

使用料体系 �基本料金8rdまで　　　　　　　630円 �一般用［2ケ月］ �一般用 �水道汚水 �一般用 

9Ⅰゴ以上40rdまで　　　　　100円／ポ �基本使用量20nfまで　　　1，800円 �基本料金10汀ほで　　　　1，000円 �基本使用料10Ⅰガまで　　　1，000円 �基本使用量10rば以下　　　　1，000円 

41rd以上100nfまで　　　　113円／ポ �21rd以上60nfまで　　　　100円／ポ �11汀ぎ以上100Ⅰばまで　　　　105円／ポ �11nf以上30誠まで　　　　120円／ポ �11nf以上30nfまで　　　110円／d 

101ポ以上　　　　　　　　125円／ポ �61rd以上100rdまで　110円／ポ 101Ⅰば以上　　120円／ポ �101Ⅰゴ以上500Ⅰ滋まで110円／ポ 501nf以上　　115円／ポ �31Ⅰ迂以上　　　　　　　　　140円／d �31Ⅰぜ以上　　　　　　　　150円／d 

1ケ月当たり の水量別下 水道使用料 （水道水を �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 �水量　　　下水道使用料 

10m3　　　　　　　　　896円 �10m3　　　　　　　　　970円 �10m3　　　　　　　1，080円 �10m3　　　　　　　1，080円 �10m3　　　　　　　1，080円 

20m3　　　　　　　1，976円 �20m3　　　　　　　1，940円 �20m3　　　　　　　　2，214円 �20m3　　　　　　　　2，370円 �20m3　　　　　　　　2，268円 

使用した場 合水道の �101m3　　　　　　11，593円 �101m3　　　　　　12，110円 �101m3　　　　　　11，404円 �101m3　　　　　　14，400円 �101m3　　　　　　14，958円 

使用水量に �5．001m3　　　　　　673，093円 �5，001m3　　　　　　647，150円 �5，001m3　　　　　　617，830円 �5，001m3　　　　　　755，280円 �5，001m3　　　　　808，758円 

て算定） �※1円未満切捨て �※10円未満切捨て �※1円未満切捨て �※10円未満切捨て �※1円未満切捨て 

使用料改定 �平成29年度　実施予定 �検討中 �検討中 �検討中 �検討中 

H285．6作成
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